
材
の
育
成
」
を
理
念
と
し
、
在
学

中
に
二
級
建
築
士
や
イ
ン
テ
リ
ア

プ
ラ
ン
ナ
ー
の
資
格
が
取
得
で
き

る
教
育
シ
ス
テ
ム
を
と
ら
れ
て
お

り
、
全
国
各
地
か
ら
現
在
二
千
人

以
上
の
学
生
が
集
ま
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
平
成
十
四
年
か
ら
は
放
送
大

学
と
の
連
携
協
力
に
よ
り
、
大
学

の
卒
業
資
格
を
取
得
で
き
る
コ
ー

ス
を
設
置
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
ら

の
教
育
シ
ス
テ
ム
に
よ
り
、
こ
れ

ま
で
に
約
八
千
人
の
方
が
卒
業
さ

れ
、
優
れ
た
人
材
を
多
く
輩
出
し

て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
状
況
を
ふ

ま
え
、
今
春
よ
り
校
名
を
新
た
に

し
、「
新
し
い
大
学
教
育
の
カ
タ
チ
」

と
し
て
、
南
丹
市
の
ま
ち
づ
く
り

に
も
大
き
な
役
割
を
担
っ
て
い
か

れ
ま
す
。

化
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

■
社
会
で
活
躍
で
き
る

人
材
の
育
成
を
進
め
る

―

京
都
建
築
大
学
校
―

平
成
三
年
に
開
校
し
、
今
年
で

開
校
十
七
年
目
と
な
る
京
都
国
際

建
築
技
術
専
門
学
校
で
は
、
四
月

か
ら
新
し
く
「

京
都
建
築
大
学

校
」
と
校
名
変
更
さ
れ
ま
す
。

同
校
で
は
、「
企
業
が
求
め
る
人

〈専〉

〈専〉

旧
園
部
町
で
は
、
昭
和
六
十
二

年
か
ら
「
国
際
学
園
都
市
計
画
」

を
策
定
し
、
京
都
国
際
建
築
技
術

専
門
学
校
や
京
都
伝
統
工
芸
専
門

学
校
、
京
都
医
療
技
術
短
期
大
学

（
今
春
か
ら
京
都
医
療
科
学
大
学
）、

佛
教
大
学
園
部
キ
ャ
ン
パ
ス
の
開

校
、
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
を
活
用
し
た
ま
ち

づ
く
り
を
展
開
し
て
き
ま
し
た
。

京
都
伝
統
工
芸
専
門
学
校
は
旧

園
部
町
、
京
都
府
、
Ｋ
Ａ
Ｓ
Ｄ
奨

学
会
（
京
都
国
際
建
築
技
術
専
門

学
校
の
関
連
団
体
）、
伝
統
工
芸
団

体
な
ど
が
出
資
し
て
い
る
「
財
団

法
人
京
都
伝
統
工
芸
産
業
支
援
セ

ン
タ
ー
」（
新
谷
秀
一
理
事
長
）
に

よ
り
設
立
さ
れ
、
現
在
は
京
都
国

際
建
築
技
術
専
門
学
校
と
と
も
に
、

学
校
法
人
「
二
本
松
学
院
」
が
運

営
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
「
大
学
校
」
へ
の
名
称
変

更
に
よ
り
、
高
等
教
育
機
関
と
し

て
技
術
教
育
環
境
の
拡
充
が
行
わ

れ
ま
す
。
南
丹
市
で
も
多
く
の
若

者
が
集
う
地
域
資
源
と
し
て
、
各

教
育
機
関
と
連
携
し
地
域
の
活
性
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▲陶芸品製作の実習の様子

▲製図実習の様子

平
成
三
年
に
開
校
の
京
都
国
際
建
築
技
術
専
門
学
校
と
、
平
成
七
年
に

開
校
の
京
都
伝
統
工
芸
専
門
学
校
が
、
今
年
四
月
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
「

京
〈専〉

都
建
築
大
学
校
」、「

京
都
伝
統
工
芸
大
学
校
」
と
名
称
変
更
さ
れ
、
よ

り
充
実
し
た
体
制
で
優
れ
た
人
材
育
成
に
取
り
組
ま
れ
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

〈専〉

今春�今春�今春�今春�今春今春�今春�

誕生誕生�

「 　 」�
「 　 」�
京 都 建 築 大 学 校 �
京都伝統工芸大学校京都伝統工芸大学校�
「 　 」�
「 　 」�
京 都 建 築 大 学 校 �
京都伝統工芸大学校�

誕生�


